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１．はじめに 

緑視率とは、人が目にする緑の量を把握するため

の指標として、地上で撮影された写真の中に写って

いる緑（植物）の割合を示したものである。地方公

共団体では、都市緑地法第4条に基づく「緑の基本計

画」等の策定において、緑視率を緑被率（空中写真

から求める緑地面積の割合）と同様に都市の緑の状

況把握や目標設定の指標として用いてきた。 

しかしながら、緑視率の調査には、画像編集ソフ

トを使って大量の現地調査写真を１枚1枚人の手で

緑の範囲を塗りつぶして面積を求めるという非常に

手間のかかる膨大な作業が必要であり、この作業コ

ストが緑視率調査を実施する上での大きな課題とな

っていた。ここでは、この問題を解決し、より多く

の地方公共団体が緑視率を活用できるようにするた

めの技術開発について紹介する。 

 

２．技術開発の概要 

国総研では、AIの画像認識技術（セマンティック

セグメンテーション）を利用して、従来、人が行っ

ていた写真から緑の範囲を塗りつぶす作業を瞬時に

自動で行うことのできるツール「AI緑視率調査プロ

グラム」の開発1）を進めている（図-1）。 

このAIは、複数の地方公共団体の協力を得て、実

際の調査で使用された写真をもとに作成した学習用

データセットを使用してAIの学習を行っており、実

用性の高い精度を確保している（図-2）。 

また、開発中のものを試行版として地方公共団体

等へ提供２）し、フィードバックを反映しながら改良

を加え、社会実装を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 AIが瞬時に緑視率を算出 

 

 

 

 

 

図-2 AIと人の手による緑視率の比較 

 

３．今後の予定 

本ツールの正式版は、2027年の公開を予定してい

る。また、住民協働調査等を考慮し、パソコンでも

スマートフォンでも利用できるWebアプリの開発を

進めている。さらに、緑視率の標準化や効率的に広

域を調査する方法の提案、緑視率を用いた緑の評価

方法の整理等を行い、国総研資料として取りまとめ

ていく予定である。 

☞詳細情報はこちら 
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